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「一一一一一一一一一一一τ福耳石r一一一一一一一一一一1・後討の闘的 ・益鎗の実.
窃究』革、t輔の方々 が身近な環境を実感する契機と 構浜でミツバチを筒資するプロ~:tヲトを実BーしているHamaS倒 n加酬
なることをIJH量してミツバチを甥育しその生息生育環境 プロジ:r.？トt以下.H隠とする．）でIi、お09lj:に司l紳プリッ？， 2010!手に新緑
である師範t陪 2krrゆ環境配地企混とハチミツや~初コ 浜と綱浜サイエンスフロンティア司祭t以下SFHとする．｝において義蜂プロ
賓と貨との鋼連性を分析することを自的としで、平成22 ヲェクトを実施しむその絶喝、資賓の異なる3箇所のIチミツを露取してい
年度よリ実鎗している共同利用研5主である． る．
平成22年度の倹討では.’E時点の異なる－のリ ・E海町漉買置の事！！E
トーセンシングデー ヲ仏lOミA釘ER）よリNOVI値が0.1 ミツバチが霊源となる鑓鋤ば梅花時期が鍵なっており、4月はサヲラ 5月
以上の地総を抽出し、後生続の変化の絶望Eを1(，み、この はユリノキなど、掌舗によって変化してL、る．本検討では、NOVI値よリ舗!I;が活
紘泉植生縫の中でも活性If.が高い区成Ii時期によって 性化している箇所の時系列的変化の犯躍を紙みた．
君主イヒしているととが被援できた． ・緑鎗皐の録年変化の偲鑑
本年Jl，の研究liJI恒手段の研究をおまえ、リモー トセン 同時期におけるNOVla.録畿事を比畷するとともに、アメタスデー 曹による
シングヂ うはり鱈＆した活性lが・し岨生媛の毎年；；： 8平勾気遣と対策することにより、その関連性について被討した．
化についτ検討することをS的とする．
・ミツバチの飛鴻属置と鍵軍属四
ミツバチの飛淘範囲I孟半径&/Tlにもおよび、およそ
2kt叫軍内の花よリ蜜を鎮めて〈るといわれていいるlこの
ためその， hチミツの賓と貨は飼育されている縄所かも
半後孜m圏内の締金に依存しておリ、＂生やその量が製
なれl;f.t,1取されるハチミツも異なってくる．
圃回画商櫨緬畠画圃薗i
4月 ”Eによっτ異なるハチミツ（:I仲BRICK:200骨年） ？月
リモー トセンシングデー タを活用したミツバチの生息・生育空間の時系列・経年枇の把握 ） 
．纏~の崎長狗.I'化 ・纏！U：峰簿変化
昨年同It続菅t臨時点の異なる複鍛のリモー トセ 同時期におけるN倒錯線被布を比殺すると、2009年と比較して2011年の
ンシングデ－9(Al.05,ASTt防よリNCW明が也1以上の地 方が、低くなる傾向がみられる．’Eを摘出し極笠緩の変化の知恵を臨みた． ．日平均舞・轟との倒竃笹
NOVIの値量組事を比訓電した結集結2械の中でも活 気象庁のアメダスによる検浜における日平時i'4潰そ却蜂と2011年で比
性Ilが高い区域Ii時期によって変化していることが確認 較すると、加 1年li2C削年よ崎容先の然濯が低〈夏期の気温が高〈
できt-. 8の1£1.：開通しているζとが宥えられる．
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